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・発熱（37.5度以上）や咳・咽頭痛などの症状、だるさ、息苦しさなど体調に不安のある方のご入館はご遠慮ください。
・必ずマスクあるいは、ハンカチなど口を覆うものを着用してください。着用していない方はご入館をご遠慮ください。
・新型コロナウイルス感染症対策のため、予告なく会期や事業などを変更することがあります。
　詳しくは、当館ホームページにてご確認ください。

堺市博物館

主催：堺市・独立行政法人国立文化財機構 アジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）

ご来館の際のご注意

2022年8月28日（日）14時00分～15時30分

第34回 無形文化遺産理解セミナー

―無形文化遺産の伝承を考える―

インドネシアジャワ島の
伝統芸能と人々の暮らし
日時

堺市博物館ホール会場
岡部政美講師

定員70名
要申込・先着順

参加無料
独立行政法人国立文化財機構
アジア太平洋無形文化遺産研究センター  アソシエイトフェロー



第35回無形文化遺産理解ワークショップ

※（　）内は20名以上の団体料金（要事前予約）
※堺市内在住・在学の小・中学生は無料

※堺市在住の65歳以上の方、障害のある方は無料（要証明書）

●開館時間　9時30分～17時15分（入館は16時30分まで）
●休 館 日　月曜日（祝日の場合は開館）
●観 覧 料　一般200円（160円）／高校・大学生100円（70円）／小・中学生50円（30円）

〒590-0802 大阪府堺市堺区百舌鳥夕雲町２丁 大仙公園内
TEL.072（245）6201　FAX.072（245）6263
https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/hakubutsukan/
フェイスブックにも堺市博物館の情報満載
https://www.facebook.com/sakaishihaku/

堺 市 博 物 館
堺市博物館公式キャラクター
サカイタケルくん

◯C YABUUCHI Satoshi

　新型コロナウイルスによるパンデミックが人々の日常に大きな影響をもたらしました。人と触れ合うことが難しい状況の
中、繰り返し実践することで世代を越えて伝承される無形文化遺産はどうなっているでしょうか。第34回無形文化遺産理解
セミナーでは、アジア太平洋地域における無形文化遺産の保護に関する実践、及び方法について研究調査を推進している
独立行政法人国立文化財機構アジア太平洋無形文化遺産研究センター（堺市博物館内）と協力して、コロナ禍や自然災害
にも触れながらジャワの無形文化遺産を紹介します。

―無形文化遺産の伝承を考える―
インドネシアジャワ島の伝統芸能と人々の暮らし

日時　2022年8月28日（日）14時00分～15時30分（13時30分開場）
会場　堺市博物館ホール
講師　岡部政美（博士・文学） 独立行政法人国立文化財機構アジア太平洋無形文化遺産研究センター  アソシエイトフェロー

定員：70名（申込先着順）
　　　　　　　（参加無料、展示の観覧は別途観覧料が必要）

定員：各回10人。材料費：1500円。要申込、先着順。
9月1日（木）10時00分から電話でお申し込みください。

予告

①13時30分～14時50分
②15時10分～16時30分

伝統工芸品「注染」の制作に挑戦しよう

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止する可能性があります。

◆交通案内
電　車　JR阪和線「百舌鳥」駅下車約500m
バ　ス　南海高野線「堺東」駅から
　　　　南海バス（140系統で約10分）、
　　　　バス停「堺市博物館前」下車約280m
駐車場　大仙公園第3駐車場
　　　　（仁徳天皇陵古墳東南・有料）

　生まれては消えていく無形文化は、どのように伝承されているで
しょうか。インドネシア、ジャワ島の人たちは、伝統音楽や影絵芝
居、歌謡、舞踊などの伝統芸能を演じたり、見たりしながら、相手
を敬い調和を保つ、ジャワ人としての理想的な生き方を学んでいま
す。そうすることで穏やかで幸せに暮らせ、宇宙全体の平和も保
たれると考えられているのです。コロナ禍や自然災害においては、
そういったジャワ文化が人々の暮らしに根付いている様子がより鮮
明に見えてきます。本セミナーではジャワの人たちが、どのように舞
踊や影絵芝居などから、相手を尊重する振る舞いを学んでいるの
か、また災害後の復興やコロナ感染予防としても活かされている
様子を、映像や写真をお見せしながら具体的にご紹介します。

　同志社女子大学卒業、大阪市立大学大学院 単位取得満期退学。2003年よりインドネシア研究に従事。ジャワ島の文化、
ジョクジャカルタ王宮舞踊の調査・稽古のため5年ほど現地で暮らす。

8月3日（水）10時00分から受付開始。

電子申請システム又は、電話でお申し込みください。
TEL.072（245）6201

2022年9月10日（土）

《定員・お申し込み方法》

電子申請システム


